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新潟商工会議所 早期景気観測調査結果　６月分調査
【６月の概要】
　直近の景況感を示すDI値では、「売上DI」が前月の4.1からマイナス圏に転じ▲3.6となった。「採算DI」は▲13.2から▲
17.0へ、「業況DI」は▲14.1から▲22.3へマイナス幅が拡大した。「仕入単価DI」は▲85.1から▲76.3へとマイナス幅が縮小し、
ピークアウトしたように見てとれる。「従業員DI」は19.0から21.4へ上昇し、人手不足感が強まった。
　向こう３か月間の先行き見通しでは、「採算DI」が▲21.5から▲25.0へ、「業況DI」が▲22.3から▲23.2へとマイナス幅が拡
大した。「売上DI」は▲10.7から▲9.8へ、「仕入単価DI」は▲69.4から▲67.0へとわずかに改善がみられるものの、採算・業況
は中心に厳しい状況が続くとみられる。「従業員DI」は19.0から19.6へわずかに上昇し、人手不足の状況が続く見通しにある。
　コメントでは、中東情勢の混乱長期化やホルムズ海峡封鎖に伴う燃料価格の上昇、石油関連製品の価格高騰や調達難
を指摘する声が業種を問わず多くみられた。急激な原材料高騰の中での価格転嫁の難しさや、人手不足・円安・物価高
による経営環境の悪化を指摘する声もあった。
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寄せられた主なコメント

建 設 業
中東情勢により、燃料やナフサ由来の建設資材の高騰・在庫切れが建設業全般に影響を与えている。混乱が長引き調達不安や
買い占めが続くと、施工や受注活動にも影響が出るおそれがある。（土木・建築）
新潟県内の経済状況の悪化が続いており、企業倒産が増加傾向にある。コロナ融資の返済も始まり、建設業・設備業を中心に
経営環境は厳しい状況にある。（機械設置）

製 造 業
ホルムズ海峡封鎖の影響で石油関連商品の値上げと納期遅延が厳しくなっており、包材類は平均30％の値上げを通告された。
円安も重なり、経営環境はコロナ時よりも厳しい状況にある。（菓子）
全体的に動きが良くない。中東情勢やナフサ不足などの影響があるとみられるが、見積をしてもなかなか決まらない状況が続
いている。（溶接加工）

卸 売 業 コロナ禍の時よりも急激に原材料高騰が進行しており、今までと同じような数量をそろえることが困難になっている。価格転
嫁についても一部取引先は後ろ向きで、対応に苦慮している。（水産物）

小 売 業 あらゆる分野で値上げの連絡が相次いでおり、加えて商品・部材の納期が決まらず、お客様に迷惑がかかっている。（ガス）

サービス業

物量は増加傾向にあるが、イラン情勢を背景とした荷主企業の前倒し出荷や在庫積み増しの動きによるものとみられる。今後、
在庫調整局面に入れば反動減となることが想定される。（貨物輸送）
人手不足のため時間外労働が増加傾向にあり、人件費率が高くなり採算が合わない状況にある。円安や物価高が一般生活を悪
化させており、利用頻度の減少傾向もみられる。（タクシー）
中東情勢悪化による仕入れ価格上昇が業況悪化の主要因となっている。加えて新潟市近郊を中心に市況悪化が進んでおり、同
業者間での受注競争も激化しているとの声がある。（機械レンタル）

経営・お金・人 に関するサービスをワンストップでご提供！
●経理や決算の支援が欲しい
●補助金の申請がしたい

●収益向上の支援が欲しい
●事業承継の相談がしたい

●社保や労務の相談がしたい
●人事や組織の相談がしたい

〔豊本店・竹尾支店・亀田支店・中央支店・西大畑支店　代表TEL 025-271-2212〕
小川会計グループ

経 営 者 の 情 熱 を 、 地 域 を 支 え る 力 に す る 。
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